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肢体不自由特別支援学校において、人工呼吸器を使用する重症心身障害者Ａさんと教師との授業
実践を分析した。授業過程を96回のセッションとして、第 1 期：姿勢介助による快の状態と信頼関
係の形成、第 2 期：給食を教師の介助で食べられる、第 3 期：日課の流れの把握と授業への参加、
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20XX 年 4 月10日～10月 7 日までの96回にわたる
授業における教師の介助、教授行動とＡさんの反応












































＃ 8 あたりから、給食時間まで 1 時間ぐらい教師が
抱きかかえたままでも緊張しないこともあり、教師
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